
海洋開発利用システム実現学寄付講座「海洋開発工学基礎講座」 

2019 年度「海洋工学」編 

 

＜目的＞ 海洋開発に使用される構造物の設計に必要な基礎知識の講義と演習。 

想定する海洋構造物は、FPSO や FLNG のような大型浮体から浮体式洋上風車のような中

型浮体、着底式構造物、係留システム、ライザーなどの水中線状構造物である。 

 

＜各回講義のテーマと主な内容＞ 

 第 1日 

1 回目：イントロダクション 

・海洋構造物の形式 

・海洋構造物の設計の流れ 

・剛体浮体の 6自由度の動き 

・浮体の静水力学（浮力・復原性） 

・ミニ演習 

2 回目：浮体の動揺の基礎、自然環境条件(1) 

・連成運動、RAO 

・海洋構造物の設計に関する自然環境 

・風（平均風速と変動風速、設計風速、ガスト、スコール） 

・流れ（海流、潮流、吹送流） 

・ミニ演習 

3 回目：自然環境条件(2) 

・波（規則波、不規則波、微小振幅進行波の理論、波スペクトル、波浪推算、波の変形） 

・その他（水位変化、地震・海震・津波など） 

・ミニ演習 

 第 2日 

4 回目：外力の推定(1) 

・海洋構造物に作用する外力 

・重力・浮力・静水圧 

・風による外力（静的外力、変動外力、渦励振・自励振動） 

・流れによる外力 

・ミニ演習 

5 回目：外力の推定(2)、運動・構造解析(1) 

・波による外力（モリソン式、ポテンシャル理論、波圧公式） 

・その他の外力（地震、津波、積雪、氷、衝突） 

・流体による海洋構造物の様々な応答 

・ミニ演習 



6 回目：運動・構造解析 

・剛体とみなせる浮体の運動応答 

・浮体の運動応答と内力応答 

・海洋構造物の構造解析 

・ミニ演習 

 第 3日 

7 回目：短期予測・長期予測 

  ・異常時の安全性評価（耐用年数と再現期間、設計波法、設計スペクトル法、時刻歴計算） 

  ・稼働率の推定（波浪発現頻度分布表、海象時系列シミュレーション） 

  ・疲労強度の推定（マイナー則、長期分布重ねあわせ法、簡便法） 

8 回目・9回目：演習 

・不規則波に対する運動応答の理解を深めるための演習 

 第 4日 

10 回目・11 回目：位置保持 

 ・DPS（位置検知システム、位置制御システム、IMO のクラス） 

 ・係留要素と特性（カテナリ係留、緊張係留、フェンダー） 

 ・線状構造を用いた係留方式（多点係留、一点係留、TLP、トート係留） 

12 回目：演習 

・ランプトマス法を使ってチェーン係留特性を求める演習 

 

＜その他＞ 

 日時 

5 月 21 日（火）、6月 26日（水）、7月 24 日（水）、8月 28日（水） 

いずれも 10 時～15時 45 分（90 分×3コマ／日） 

 講師 

東京大学 大学院新領域創成科学研究科 海洋技術環境学専攻 特任教授 尾崎雅彦 

 持参物 

演習用にノート PCを各自持参ください（特に第 3日と第 4日）。 


